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あな たてこう はすこう 

炭坑の 坑は 二つに 区別され ている。 竪坑。 斜坑。 I 

I 地上から 地下へ 垂直に、 井戸の ように 通うて いるの 

► J うば い 

が竪坑 で、 斜坑 は、 地上から 地下へ、 勾配に なって 

はい おお さかみち 

這 入って 行く の だから 樹木に 掩 われた 薄暗い 坂路を 

れんそう 

連想させる。 

斜坑 は、 動物の 通路 を 第一 の 目的と して 掘られた も 

のであろう。 炭坑に 蒸気機関 や 電動機の 採用され てい 

なかった ころ、 人間の 肩 や 背の 他に は、 馬が 一切の 労 

働 力 を 供給して いたの だから。 炭坑に 機械 力が 這 入つ 

て 来てから、 馬 は、 次第に 廃れて 行った ので あるが、 

古くからの 炭坑へ 行く と、 今でも、 馬の 残って いると 



ころが ある。 

青！ (その 馬 は 若い 時から そう 呼びなら されて い 

た。) 

青 は 鉱山 主の 温情主義から、 坑の 中に 養われて いた。 

くらやみ 

十 何年 間 を、 地の 底の 暗闇の 中に 働いて いたので あつ 

たが、 最早す つかり 老衰して しまって、 歩く こと さえ 

も 自由で はなくな つていた。 併し、 青 は、 坑内に 働い 

ている 誰から も 愛されて いた。 惨めな 老人 を 労る よ 

うにして 労られて いた。 

「青！ なんとし たこと だい。 青！ 少し 元気 出せよ。 

まう ！ まう ！ まら ！ 」 



え。」 

「それ はそう よ。 人間 も 馬 も 変わりが ある もんじ やね 

え。 な あ 青！」 

坑夫 達 はい つも そんな こと を 言う のであった。 

青が 養われて いる 場所に は、 夜になる と、 若い 働き 

盛りの 馬が 二三 匹 繋がれた。 

若い 馬 は、 ぴ しりつび しりつと 尾 を 振った。 虻が い 

るので も 蚊が いるので もない。 ただび しりつび しりつ 

むやみ 

と 無暗に 尾 を 振った。 人が 通りかか ると、 首 を 高く 持 

ち 上げて (ほほ ほ！) と 嘶 いた。 脚 を 上げて は 石炭の 



眼 を 射る ような 光線 だ つ た。 

炭坑 事務所から 二十 間ば かり 離れて、 三 四 本の 大き 

えの き 

な稷が 立って いた。 その 下に、 三 匹の 馬が 繋がれて 

いた。 その 三 匹の 馬 は、 坑夫 達に 引かれて 坑内から 出 

て 来た 青の 姿 を 見る と、 首 を あげて (ほほ ほ！) と 嘶 

いた。 

青 はする と、 坑夫の 手に 引かれて いたに も かかわら 

ず、 立ち 停まった。 

「青！ なんだ つて 停ま るんだ い？ 青！ 青！」 

併し 青 は 歩かなかった。 最早、 青 は 今までの 青で は 

無くなつ ていた。 首 を 上げ、 耳を欹 てて、 その 耳に 全 



身の 感覚 を 集めようと していた。 

そのと き、 稷の 下から、 また、 馬が 嘶いた。 その 次 

の 瞬間、 青 は、 坑夫の 手から 手綱 〔# 「手綱」 は 底本で 

は 「手 網 匕 を 奪って 龃け 出した。 頭から 掩ぃ をされ た 

まま 一 散に 龃け 出した。 

「馬鹿野郎！ 誰 だ あ？ 青 を 引っ張り出して 来たの 

あ？ 気違いになる のき まっている じ やない か？」 

誰かが 事務所の 方から 怒鳴った。 青 は その 辺 を滅茶 

苦 茶に 蚯け 廻って、 稷の 下に 嘶いて いる 馬 達 を、 探 そ 

うとして いるの だった。 



(附記) 長い間 を 坑内に 封 じていた 馬 を、 地上の 

明るい 世界に 引き出せば、 すぐ 死んで しまう か、 

気違いに なって しまう そうで ある。 また クロ ポト 

キン は 「相互扶助 論」 の 中で、 シ ベリ ャの 野に 放 

おそ どこ 

牧 されて いる 馬が、 嵐に 襲われる と、 谷底の 何処 

かへ、 申し合わせ たように、 一力 所へ 一緒になる 

ものである こと を 言つ ている。 
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